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	応用
	抗原情報
	背景
	G1細胞周期停止に必須の役割を果たす。AMPK関連サブファミリーのタンパク質キナーゼをリン酸化および活性化する。腫瘍抑制因子。セリン/スレオニンキナーゼ11は、2つの選択的スプライシングアイソフォームを有し、あらゆる組織で発現する。アフリカツメガエル初期胚キナーゼ1（XEEK1）と強い相同性を示す。過誤腫症候群および左側結腸発癌における腫瘍抑制遺伝子であり、散発性精巣癌、悪性黒色腫、喉頭腫瘍で変異が認められ、卵巣癌の発症にも軽微な役割を果たす。LKB1は、アテローム性動脈硬化症および癌の潜在的な標的であり、ポイツ・イェガース癌症候群の患者で変異が認められる。組織特異性：普遍的に発現する。精巣および胎児肝臓で最も強く発現する。
	研究分野
	オートファジー、アポトーシス、PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	NIH/3T3 (1)、Raw246.7 (2)、COS7 (3)、Jurkat (4)、HEK293 (5)およびA431 (6)細胞溶解物に対するSTK11マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	STK11 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

